
                 

   港北総第 1539 号 

令和元年 10月 21日  

 
自 治 会 町 内 会  
会 長 各 位   

港北区人権啓発責任者 
                    （港北区副区長）  

 
 

令和元年度 港北区人権啓発・防災講演会の開催について（情報提供） 
 
 人権啓発・防災について、区民の皆様により一層理解を深めていただくため、次のとお

り講演会を開催いたします。皆様お誘い合わせの上、ご参加いただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

 

１ 日時 

  令和元年 12月５日（木） 14時 30分から 16時まで（14時開場） 

 

２ 会場 

  港北公会堂（大豆戸町 26－１） 

 

３ 講師 

  加藤 篤氏（NPO法人日本トイレ研究所代表理事） 

 

４ 講演内容（テーマ） 

災害時のトイレ問題について一緒に考えませんか？ 

～災害時のトイレ問題を「自分事」として捉えよう～ 

 

５ その他 

  参加費は無料です。また、申込みは不要ですので、直接会場にお越しください。 

    なお、詳細につきましては、別紙チラシをご参照ください。 

 

 

 

担当：港北区総務課庶務係     

五十川、佐藤、和賀登    

TEL  540-2206             

FAX   540-2209                

Email ko-shomu@city.yokohama.jp 

 



港北区制80周年記念 令和元年度港北区⼈権啓発・防災講演会

【 主催・問合せ 】 港北区役所総務課庶務係 電話︓(045)540-2206

令和元年度港北区⼈権啓発・防災講演会の申込みにあたり収集する「お⼦さんの名前」、「お⼦さんの年齢」、「住所」、「電話番号」等の個⼈情報は「横浜市個⼈

情報の保護に関する条例」の規定に従い適正に管理し、講演会の開催に関し事務局から連絡の必要が⽣じた場合等にのみ利⽤します。

©横浜市港北区ミズキー

災害時のトイレ問題について
一緒に考えませんか？

～災害時のトイレ問題を「自分事」として捉えよう～

PROFILE : まちづくりのシンクタンクを経て、現在はNPO法人日本トイレ研究
所代表理事を務める。

災害時のトイレ調査や防災トイレワークショップの実施、防災トイ
レ計画（D-TOP）の作成等の活動を展開している。

また、「災害時トイレ衛生管理講習会」を開催し、防災トイレアド
バイザーの育成に取り組んでいる。

主な著作には『うんちはすごい』（イースト・プレス）『四快のす
すめ（共著）』（新曜社）、『元気のしるし朝うんち（共著）』（少
年写真新聞社）、『うんちさま（絵本）』（金の星社）などがある。

○一時保育あり（無料・事前申込み）

対 象： ２歳以上の未就学児童

定 員： 10人(定員を超えた場合は抽選)

申込み： ①お子さんの名前 ②お子さんの年齢

③連絡先 （ご住所・電話番号）

を記入の上、Eメール、FAX又は郵便はがき

でお申込みください。

期 限： 11月26日（火）必着

申込先： 港北区総務課庶務係「一時保育申込担当」宛

【Eメール】ko-somuhoiku@city.yokohama.jp (一時保育専用）

【FAX】 （045）540-2209

【郵便はがき】〒222-0032 港北区大豆戸町26-1

港北区総合庁舎
前バス停

港北区役所

東急東横線
大倉山駅から徒歩7分！

港北区総合庁舎前バス停

⽇時 令和元年１２⽉５⽇（⽊）１４︓３０〜１６︓００（１４︓００開場）

会場 港北公会堂（港北区⼤⾖⼾町２６ー１）※できる限り公共交通機関でお越しください。

定員 ５００⼈【⼊場無料】（申込不要・先着順）

※当⽇は、⼿話通訳・⾞いすスペースあり

⼤規模災害発⽣時の状況を理解するため、⼤規模災害時におけるトイレ問題,、災害時のトイレ対策の重要性、
要配慮者のトイレ問題、⼀⼈ひとりが備えるべきトイレ等についてに考えます。


